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総務課からのお知らせ

10月1日から、介護保険係・地域包括支援
センターが保健福祉センターに引っ越します。

※詳しくは11ページをご覧ください。

中学校体育祭前日に鳴子踊りを披露
－９月14日－



2広報おち―10月号

ま・ち・の・話・題

９
月
定
例
会
　
町
長
か
ら
の
報
告
（
要
旨
）

９
月
７
〜
12
日
ま
で
町
議
会
９
月
定
例
会
が
開
か
れ
「
越
知
ぜ

よ
！
熱
中
塾
」
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
行
政
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

越
知
中
学
生
国
際
交
流
事
業
と

し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
、

８
月
28
日
〜
９
月
３
日
の
５
泊
７

日
で
実
施
し
た
。

参
加
希
望
生
徒
の
志
望
理
由
書

な
ど
の
審
査
の
結
果
、
12
人
全
員

が
合
格
と
な
り
、
元
気
に
研
修
に

参
加
し
た
。

研
修
は
、
語
学
力
（
英
語
）
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
国
際
的
な
感

覚
を
養
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

現
地
の
先
生
に
よ
る
オ
ー
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
を
半
日
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
３
日
取
り
入
れ
る

な
ど
英
語
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
っ
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
英
語
で
頑
張
り
切
っ
た
生

徒
に
と
っ
て
、
英
語
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
一
生
の
財
産
に
な
る

体
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

越
知
ぜ
よ
！
熱
中
塾

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

６
月
30
日
に
町
民
会
館
で
、

「
越
知
ぜ
よ
！
熱
中
塾
」
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
熱
中
塾
の

コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
伝
え
、
授
業

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
直
接
生
徒

を
募
る
た
め
に
行
っ
た
。当
日
は
、

約
80
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

講
師
に
は
、
全
日
本
空
輸
株
式

会
社
で
国
際
客
室
乗
務
員
の
来
住
き

し

祐
子

ゆ
う
こ

さ
ん
、
熱
中
小
学
校
の
各
校

の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
作
成
し
て
い
る

中
村
な
か
む
ら

寛
治
か
ん
じ

さ
ん
を
迎
え
、
講
義
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
来
住
さ
ん

は
、
相
手
に
与
え
る
第
一
印
象
を

良
く
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

参
加
者
と
実
践
を
交
え
な
が
ら
講

演
い
た
だ
い
た
。中
村
さ
ん
に
は
、

テ
ー
マ
を
「
動
画
力
」
と
し
て
、

人
に
見
て
も
ら
え
関
心
や
感
動
を

与
え
る
動
画
づ
く
り
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
撮
影
し
て
き
た
動
画
を

使
っ
て
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
は
、
越
知
で
撮
影
し
た
Ｐ

Ｒ
動
画
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
全
体
が
「
動
画
力
」
に
感
動

を
受
け
る
講
義
と
な
っ
た
。

「
越
知
ぜ
よ
！
熱
中
塾
」
第
１

期
は
10
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
月
１

回
計
６
回
開
催
し
、
越
知
町
の
学

び
の
場
で
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
産
業
振
興
や
地
域
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
む
人
材
育
成
を
図
っ
て

い
く
。

ふ
れ
あ
い
高
新
in
越
知
町

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

７
月
17
〜
21
日
の
間
、
高
知
新

聞
社
が
企
画
す
る
「
ふ
れ
あ
い
高

新
in
越
知
町
」
が
開
催
さ
れ
た
。

期
間
中
は
、
シ
ョ
ッ
プ
「
お
ち
ぞ

ね
」
に
駐
在
し
た
記
者
が
、
町
の

自
然
や
人
、
歴
史
な
ど
の
魅
力
を

取
材
し
、
紙
面
を
飾
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
」
で
は
、
書
道
や
絵
画
な
ど
の

展
示
に
加
え
、
高
知
新
聞
社
が
撮

り
た
め
た
写
真
を
展
示
す
る
「
報

道
写
真
展
」
を
催
し
た
。
こ
の
他

に
も
、「
横
倉
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

藤
井
聡
太
七
段
の
師
匠
で
あ
る
杉

本
昌
隆
七
段
を
迎
え
て
の
「
宮
の

前
将
棋
大
会
」「
吹
き
矢
体
験
」

「
健
康
体
操
ま
つ
り
」
河
原
で
サ

ウ
ナ
に
入
る
「
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
大
変
満

足
さ
れ
て
い
た
。

町
の
自
然
や
取
り
組
み
の
一
大

Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
町
出
身
の
方
々
に
も
大
変

喜
ば
れ
た
と
思
う
。

そ
の
他

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

昨
年
８
月
に
返
礼
率
を
30
％
に

し
て
か
ら
、
寄
附
人
数
・
金
額
と

も
に
下
降
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
寄
付
者
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
返
礼
品
の
内
容
量
と
寄
付
金

額
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
５
の
倍
数
の
寄

付
金
額
に
設
定
し
、
内
容
量
を
適

度
な
量
に
見
直
す
も
の
だ
。

移
住
に
つ
い
て

４
月
〜
８
月
ま
で
は
、
非
常
に

相
談
件
数
が
多
く
、
62
件
の
相
談

が
あ
り
、
う
ち
県
外
は
47
件
あ
っ

た
。
移
住
者
は
、
移
住
組
数
９
組

の
う
ち
県
外
４
組
、
移
住
者
数
16

人
う
ち
県
外
７
人
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
、
県
外
96
件
を
含

む
127
件
の
相
談
が
あ
り
、
県
外
10

人
を
含
め
34
人
の
方
が
移
住
し
て

い
る
。

よ
コ
ジ
ロ
ー
の
日
本
酒
に
つ
い
て

町
の
全
国
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
司
牡

丹
酒
造(

株)

と
提
携
し
て
720
ml
と

180
ml
の
２
種
類
の
発
売
計
画
を
進

め
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
酒
瓶
に

「
よ
コ
ジ
ロ
ー
」
を
プ
リ
ン
ト
し

た
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
日
本
酒
を
、

土
産
物
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

と
、
司
牡
丹
酒
造
の
販
売
ル
ー
ト

で
越
知
町
を
全
国
発
信
・
展
開
す

る
も
の
で
あ
る
。

たくさんの人でにぎわった
オープンスクール

宮の前将棋大会の様子



10
月
14
〜
16
日
に
か
け
て
、
北

海
道
滝
上
町
か
ら
滝
上
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
長
な
ど
５
人
が
観
光

等
交
流
事
業
と
し
て
越
知
町
に
来

町
し
ま
し
た
。

本
交
流
は
昨
年
に
引
き
続
き
２

度
目
、
14
日
は
高
知
球
場
で
高
知

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
試

合
を
観
戦
後
、
谷
ノ
内
地
区
に
あ

る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
縁
―
ｅ
ｎ
―
で

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
金
原
さ

ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

仁淀川でのソフトラフティング体験

3 広報おち―10月号

ま・ち・の・話・題

越
知
町
商
工
会
青
年
部
で
す
！

実
り
の
秋
を
迎
え
、
お
い
し
い
食

べ
物
の
誘
惑
が
多
い
季
節
で
す

ね
。さ

て
、
い
よ
い
よ
越
知
町
の
一

大
イ
ベ
ン
ト「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

の
開
催
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
！
早
朝
の
草
引
き
に
始
ま
る
準

備
作
業
に
よ
っ
て
、
今
年
も
町
内

外
の
皆
さ
ま
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
見
え
る
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
に
な

り
そ
う
で
す
。
青
年
部
も
祭
り
へ

の
参
加
に
よ
っ
て
、
越
知
町
の
に

ぎ
わ
い
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
♪

ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

商
工
会
青
年
部
だ
よ
り

９
月
２
日
、
越
知
町
消
防
団

明
治
分
団
（
山
橋
正
男
分
団
長
）

18
人
が
、
自
然
河
川
を
水
利
と
し

て
、
明
治
中
学
校
・
片
岡
小
学
校

の
プ
ー
ル
を
出
火
場
所
と
し
た
中

継
、
放
水
訓
練
を
行
い
、
技
能
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

越
知
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
し

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
応

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

越
知
町
消
防
団
・
明
治
分
団
中
継
放
水
訓
練

自然河川からの取水

放水訓練

15
日
は
「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お
ち

仁
淀
川
」
の
ソ
フ
ト
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
を
体
験
、
午
後
か
ら
は
越
知
体

育
会
（
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

の
協
力
の
も
と
越
知
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
行
い
、
競
技
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

滝
上
町
と
は
、
今
後
も
児
童
交

流
や
民
間
交
流
、
職
員
交
流
を
通

じ
て
、
両
町
民
の
絆
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

滝
上
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流スカッシュバレー交流



4広報おち―10月号

ま・ち・の・話・題

ふ
る
さ
と
納
税
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
通
信
Vol.10

ふ
る
さ
と
納
税
で
い
た
だ
い
た

ご
寄
附
は
災
害
の
た
め
の
備
蓄
物

資
や
生
徒
の
学
習
備
品
、
観
光
施

設
の
整
備
、
予
防
接
種
や
健
診
、

町
民
バ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
友
好
交
流
事
業
な
ど
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
空
き
家
改
修
補
助
金
」

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の
影
響

に
よ
り
、
町
内
に
も
多
く
の
空
き

家
が
存
在
し
ま
す
。
人
口
減
少
対

策
や
移
住
定
住
対
策
の
一
環
と
し

て
こ
れ
ら
の
空
き
家
を
活
用
し
よ

う
と
、
町
で
は
空
き
家
の
改
修
に

補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
補
助
金
の
一
部
に
ふ
る
さ
と
寄

附
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
２
件
の
空
き
家
の
改

修
工
事
を
行
い
、
そ
の
う
ち
１
件

に
は
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
入
居

し
て
い
ま
す
。
瓦
が
は
が
れ
て
い

た
屋
根
を
修
復
し
、ト
イ
レ
や
風
呂
、

台
所
な
ど
も
リ
フ
ォ
ー
ム
。快
適
に

生
活
で
き
る
家
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
１
件
は
改
修
し
て
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
、
新
し
い
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
空
き
家
改
修
補
助
金
や
空
き
家

バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
企
画
課
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

℡
（
26
）
１
１
６
４

ふ
る
さ
と
寄
附
金
充
当
額

【
167
万
４
０
０
０
円
】

「
今
月
の
寄
附
者
の
声
」

○
埼
玉
県
の
寄
附
者
様

地
元
の
人
々
の
生
活
を
少
し
で

も
豊
か
に
し
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
自

然
を
大
切
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。こ

れ
ま
で
仁
淀
川
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、越
知
町
が
ど
の
あ
た
り
に
あ
る

か
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
埼
玉
県
の
寄
附
者
様

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
年

２
回
の
野
菜
が
届
き
、
初
め
て
仕

送
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
説
明
書
を

も
と
に
調
理
し
た
野
菜
は
と
て
も

お
い
し
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
収
入
が
少
し
増
え
た
の
で

少
し
だ
け
寄
付
金
を
増
や
せ
ま
し

た
。
今
後
も
町
の
発
展
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

○
埼
玉
県
の
寄
附
者
様

初
め
ま
し
て
。
越
知
町
を
こ
れ

ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
知

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。こ
だ
わ
り
の
野
菜
を
頂
い
て
、

越
知
町
に
も
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
千
葉
県
の
寄
附
者
様

越
知
町
に
ゆ
か
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、私
も
田
舎
出
身
で
す
。丹
精

込
め
て
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
の

方
を
想
像
し
な
が
ら
、あ
ま
〜
い
ス

イ
カ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
東
京
都
の
寄
附
者
様

鮎
、
非
常
に
お
い
し
く
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に
た
く

さ
ん
の
お
声
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
応
援
の
声
が
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
で
４
回
目
を
む
か
え
る

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
渓
谷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
（
元
町
）
で
開
か
れ
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
84
人
が
参
加

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
は
北
海
道
発
祥
の

ス
ポ
ー
ツ
。
滝
上
町
に
も
全
国

規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ほ

ど
の
公
認
コ
ー
ス
が
あ
り
町
民

に
も
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
解
消
と
町
民
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
お
り
、
今
年
は
特
に
子
ど
も

た
ち
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
魅
力

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と

小
・
中
学
生
を
中
心
に
参
加
を

呼
び
掛
け
22
人
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
大
半
は
初
め

て
ク
ラ
ブ
を
握
る
子
ば
か
り
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
半
で
は
滝

上
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の

方
々
が
講
師
と
な
り
、
初
心
者

向
け
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
、
ク

ラ
ブ
の
握
り
方
か
ら
ス
イ
ン
グ

の
仕
方
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
習
得
し

て
い
き
ま
し
た
。

後
半
に
は
大
人
も
混
じ
り
パ

ー
テ
ィ
ー
を
組
ん
で
の
プ
レ
ー

が
行
わ
れ
、
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー

ル
を
競
技
志
向
で
は
な
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
で
楽
し

く
回
り
ま
し
た
。

楽
し
く
笑
顔
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

〜
第
４
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
〜

ピコロ通信

【北海道滝上町】
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ま・ち・の・話・題

ヨヨヨヨンンンンちちちちゃゃゃゃんんんんだだだだよよよよりりりり

今月の一言：

ヨロブン、アンニョンハセヨ！（皆さん、こんにちは！）すっかり秋めいてきましたが、皆さんお元気ですか。

今月は、８月９～12日の３泊４日間、韓国の水原市国際センターの会員の方１０人が越知町を訪れて、越知
町国際交流協会の皆さんと交流をしたことについてご紹介したいと思います。

私たちが初めて交流したのは、去年の10月、当協会の韓国研修旅行の時です。一緒に世界文化遺産の「華城」

を観光したり、牛カルビを囲んで交流会をしたりしました。それがきっかけとなり、今年は、水原市の皆さん

が越知町を訪れることになり、当協会の会員の皆さんととても楽しい一時を過ごしました。

初日は、スノーピークのキャンプ場でバーベキューをしました！水原市は、韓国でももっとも牛肉が有名な

ところですが、水原市の皆さんはこの日のバーベキューにすっかりはまり、焼き肉のたれを買って帰りました。

＾＾（お肉は、運べないから！）また、お互いの国の歌を歌いましたが、水原市民は長渕剛さんの「乾杯」と

いしだあゆみさんの「ブルーライトヨコハマ」を歌って会場は盛り上がりました～！（私は初めて聴いた曲で

すが、皆さんすごい£）

２日目は、午前中にカツオタタキの体験をしてから、よさこい祭りに飛び入り参加をしました。（よさこいに

参加しているところは高知新聞にも掲載されました！）３日目は、竹林寺と龍馬記念館を訪れ、土佐の人物や

歴史にも触れましたが、水原市の皆さんは、お坊さんのお話にも、学芸員のお話にも、真剣な顔で耳を傾けて

いました。皆さんは日本の文化は何でも吸収したがっているように見えました。最後の日は、ちょうどホーム

ステイをする日だったので、日本の文化にたっぷり浸かることができたのではないかと思います。

名残り惜しいところですが、最後の日になりました。水原市の皆さんは、「今まで日本のいろいろな地域に行

って交流を行ってきたけど、今回の交流が一番たくさんの交流ができたような気がする。越知の方々は、とて

も優しくてよくしてくれた。すごく楽しかったし、本当に感謝している。」と話されましたので、ほっとしまし

た。今回の交流事業に参加してくださった会員の皆さん、本当にありがとうございました！！



6広報おち―10月号

ま・ち・の・話・題

【
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
８
in

越
知
町
を
開
催
し
ま
し
た
！
】

８
月
24
・
25
日
の
２
日
間
、

「
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
８
in

越
知
町
」
を
開
催
し
ま
し
た
！
こ

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
知
フ

ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
が
越
知

町
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
た
２
０

１
０
年
か
ら
毎
年
８
月
に
行
っ
て

お
り
、
今
年
で
９
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
高
知
県
内
外
の
小

中
学
生
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
で
あ
る
越
知
町
に
て
自
然
の
中

で
遊
ぶ
こ
と
や
、
選
手
や
こ
の
キ

ャ
ン
プ
で
出
会
う
新
し
い
友
達
と

交
流
を
行
う
１
泊
２
日
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
毎
年
、
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
へ
研
修
に
や
っ

て
く
る
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
生
が
、
越
知
町
の
自
然
素
材

を
生
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

企
画
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
日
程
が
台
風
の
直
後
と
な
っ

て
し
ま
い
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
高
知
県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
小
学
校
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

越
知
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
天

候
の
関
係
で
変
更
と
な
っ
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

選
手
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
小

浜
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
川
遊
び
や
、

う
ど
ん
作
り
な
ど
を
行
う
な
ど
、

充
実
し
た
２
日
間
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち

を
招
待
し
、
越
知
町
の
自
然
を
満

喫
し
た
夏
休
み
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
！
】

２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
公
式
戦
も

９
月
で
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
10
月
は
、
10
月
下
旬
に
控

え
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ド
ラ
フ
ト
会
議
や
、

宮
崎
県
で
行
わ
れ
る
育
成
リ
ー
グ

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
グ
へ
の
参

戦
、
ま
た
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
の
練
習
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

10
月
の
練
習
も
基
本
的
に
は
越
知

町
民
総
合
運
動
場
に
て
行
い
ま
す

の
で
、
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
の
ぞ
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
の

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
た
く
さ
ん
の
ご

声
援
を
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ

ま
に
恩
返
し
す
る
べ
く
、
越
知
町

は
も
ち
ろ
ん
高
知
県
各
地
域
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
10
月
は
、
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
で
す
ね
。
本
年
も
高
知
フ

ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
は
週
末

の
土
日
に
限
り
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
に
ブ
ー
ス
を
構
え
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
や
グ
ッ
ズ
の
販

売
を
行
い
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
ブ
ー
ス
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
開
講

中
！
】

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
で
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
個
別

レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
元

ド
ッ
グ
ス
選
手
で
あ
る
國
信
貴
裕

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
や
時
に
は
梶

田
宙
社
長
が
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま

す
。
少
人
数
制
に
よ
り
、
一
人
ひ

と
り
に
ま
で
指
導
が
行
き
届
き
ま

す
。
基
本
か
ら
見
直
し
た
い
方
、

よ
り
上
達
を
目
指
し
て
い
る
方
に

も
有
効
な
ス
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
約
制
で
、
小
中
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
方
で
も
受
講

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
や
、
息
子
さ
ん
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
上
達
を
期
待
し
た
い
保
護
者

の
方
な
ど
ぜ
ひ
球
団
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
！

越
知
町
に
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
を
置
く
高

知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
の
情

報
を
お
届
け
！



7 広報おち―10月号

場広報情

○公売とは
「公売」とは、滞納税に充てるために差し押さえをした財産を売却することです。具体的には、公売会場にお
いて見積価額以上の金額を入札していただき、最高価額の入札者に売却していくもので、裁判所の行ってい
る競売に類したものです。

○高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の方針
行政サービスを支える財源の確保に向けて、差し押さえした財産は、随時、公売を行って税収に充てていま
す。滞納の解消、税収確保のために多くの皆さんの参加をお待ちしています。

○合同公売会
日時 平成30年11月15日（木） 開場：午後１時30分　　入札：午後２時開始
会場 須崎市総合保健福祉センター2Ｆ会議室　
今回は、高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の合同公売会の形式で、雑種地や農地などを売却し
ます。なお、公売物件の所在地は須崎市、四万十町になります。

○公売物件

・表のうち、1番は須崎市、2番から4番は四万十町、5番は高幡租税債権管理機構が出品する物件です。
・各物件について、状況によって公売が中止になる場合があります。
・公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは下記連絡先にお尋ねください。
・公売物件の「現地案内」は、個別に対応します。

○入札に必要なもの
・全員　　　保証金(見積価額の約10%。現金に限ります。)         

運転免許証など身分を証するもの
印鑑（認印）

・代理人　　委任状

○注意事項
保証金納付期限 11月15日（木）午後２時（保証金は見積価額の約10％と定められています。）
買受代金納付期限 11月22日（木）午後２時（買受代金は落札額から保証金を控除した金額です。）
所有権移転登記 費用負担と住民票などの提出を条件として、執行機関が代行することができます。

○連絡先
高幡租税債権管理機構 須崎市山手町1-7   0889（40）0911    
須崎市税務課 須崎市山手町1-7   0889（42）1291    
四万十町税務課 四万十町琴平町16-17   0880（22）3116    

◆行政のサービスは、皆さんの税金で支えられています！

高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町からのお知らせ

税金滞納で差し押さえた不動産5物件を公売します！

番号 所在地 地目・種類等
登記地積
(fl)

登記床面積
1階(fl)

登記床面積
2階以外(fl)

見積価額
（千円）

保証金
（千円）

指定の状況
都計法 農振法

1 須崎市 浦ノ内 雑種地 1,370.00 － － 5,000 500 － －
2

四万十町

弘　見 宅地 413.02 － － 639 64 － －
3 飯ノ川 雑種地 470.00 － － 653 66 － －
4 興　津 宅地・居宅 251.66 82.49 － 2,259 226 － －
5 新開町 宅地・居宅 129.36 153.12 133.91 3,000 300 － －

毎月第3日曜日は　「家　庭　の　日」

青少年育成越知町民会議

「家庭の日」の標語

（内閣府「家族や地域の大切さ作品コンクール」⑦

地域の輪　ひろげて子育て　夢育て

三行詩優秀作品（29年度PTA全国協議会選）⑦

授業参観
さがして　見つけて
目をそらす



その他　1,742万円�
（0.3％）�

積立金　1億7,936万円�
（3.2％）�

平
成
29
年
度
決
算
が
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
10

の
会
計
に
つ
い
て
、
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
決
算
の
概
要
及
び
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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場広報情

平
成
29
年
度

決
算
の
状
況

平
成
29
年
度
の
歳
入
総
額
は
56
億
７

９
２
２
万
円
、
歳
出
総
額
は
56
億
２
４

６
９
万
円
で
前
年
度
比
で
歳
入
は
11.6
％
、

歳
出
は
13.5
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
４
５
３
万
円
で

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
２
６

７
万
円
を
除
く
実
質
的
な
収
支
１
１
８

６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳
は
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依

存
財
源
が
81.2
％
、
町
で
ま
か
な
う
自
主
財

源
が
18.8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
の
約

半
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
前
年
度
と

比
較
し
て
４
６
９
７
万
円
減
少
し
、
今
後

も
人
口
減
や
国
の
財
政
状
況
に
よ
り
減
少

し
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
歳
入

の
大
部
分
を
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
脆

弱
な
財
政
体
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳
出
の
内
訳
は
、
性
質
別
に
見
る
と
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
「
義
務
的

経
費
」
は
17
億
７
３
４
１
万
円
で
歳
出
全

体
に
占
め
る
割
合
は
31.5
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
借
金
を
返
済
す
る
公
債
費

は
６
億
２
０
６
７
万
円
で
昨
年
度
よ
り
１

７
４
６
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、
災
害
復
旧

費
な
ど
の
経
費
「
投
資
的
経
費
」
は
15
億

７
８
０
７
万
円
で
全
体
の
28.1
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
費
は

仁
淀
川
を
活
か
し
た
体
験
型
観
光
強
化
事

業
費
（
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
）
が
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
と
比
較
し

４
億
６
０
９
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業
と

決
算
額
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
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場広報情

各
会
計
の
決
算
額
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
は
下
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
特

定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
会
計
で
す
。
29
年
度
に
特
別
会
計
で
赤
字
と
な
っ
た

会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
多
額

の
収
入
（
繰
入
金
）
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
会
計
も

あ
り
、
一
般
会
計
と
と
も
に
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
会
計
の
決
算

左
の
表
は
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
を
町
民
１
人

あ
た
り
に
置
き
換
え
た
も
の
で
す
。
食
費
、
医
療
費
等
、
借

入
金
返
済
の
必
要
経
費
だ
け
で
も
31
万
円
以
上
あ
り
、
給
料

（
町
税
）
だ
け
で
は
ま
か
な
え
ず
、
親
か
ら
の
仕
送
り
（
地

方
交
付
税
等
）
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

仕
送
り
も
今
後
減
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
収

入
で
は
給
料
（
町
税
）
の
確
保
に
努
め
、
支
出
で
は
食
費
や

日
用
品
、
住
宅
費
等
を
削
っ
て
や
り
く
り
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

貯
金
残
高
（
基
金
残
高
）
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、
親
か
ら
の
仕
送
り
（
地
方
交
付
税
等
）
の
減
少

等
に
よ
り
、
さ
ら
に
貯
金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
借
入
金
残
高
も
こ
こ
数
年
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

財
政
状
況
家
計
簿（
町
民
１
人
あ
た
り
）

平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
「
財
政
健
全

化
判
断
比
率
」
・
「
資
金
不
足
比
率
」
は
左
の
表
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
比
率
は
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
比
率
は
す
べ
て
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
越
知
町
の
財
政
が
厳
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
数
値
が
悪
化
し
な
い
よ
う
、
安
定

し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
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公
共
下
水
道
が
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
生
活
を
変
え
ま
す
。

台
所
の
水
な
ど
が
川
や
海
に
流

れ
る
の
を
防
ぐ
の
が
下
水
道
で

す
。

・
家
庭
の
台
所
や
風
呂
な
ど
の
生

活
汚
水
が
住
宅
の
周
り
に
た
ま
る

と
、
蚊
や
ハ
エ
が
発
生
し
た
り
、

嫌
な
臭
い
が
し
た
り
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
。
下
水
道
に
よ
っ
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。

・
私
た
ち
の
住
ま
い
で
、
し
尿

（
大
便
や
小
便
）
を
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
に
た
め
て
お
く
こ
と
は
、

衛
生
的
で
な
く
、
臭
い
が
す
る
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

・
川
や
海
が
汚
濁
す
る
原
因
は
、

生
活
汚
水
や
工
場
排
水
な
ど
が
未

処
理
の
ま
ま
直
接
流
入
し
て
い
る

た
め
で
す
。
下
水
道
は
こ
れ
ら
の

汚
水
を
処
理
す
る
の
で
、
川
な
ど

は
本
来
の
清
ら
か
さ
を
取
り
戻
し

ま
す
。

下
水
道
の
役
割

越
知
町
の
下
水
道
は
、
水
質
保

全
、
生
活
環
境
の
改
善
、
市
街
地

の
浸
水
解
消
を
目
的
と
し
て
整
備

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
家
庭
な
ど
か
ら
側
溝
や

水
路
に
流
さ
れ
て
い
る
雑
排
水
、

そ
れ
に
完
全
に
浄
化
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
状
態
で
流
さ
れ
て

い
る
水
洗
便
所
な
ど
の
汚
水
が
、

下
水
道
で
処
理
可
能
で
す
。

越
知
町
の
市
街
地
の
下
水
道
整

備
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も

接
続
家
庭
が
少
な
け
れ
ば
、
仁
淀

川
に
代
表
さ
れ
る
越
知
町
の
素
晴

ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
、
ま
だ
ま

だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
未

接
続
の
ご
家
庭
（
合
併
浄
化
槽
、

単
独
浄
化
槽
も
含
ま
れ
ま
す
）は
、

積
極
的
に
下
水
道
に
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

美
し
い
仁
淀
川
の
清
流
を
子

孫
に
残
す
た
め
に
も
、
下
水
道
へ

の
積
極
的
な
加
入
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　

℡
（
26
）
１
１
１
４

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄

化
槽
の
設
置
や
管
理
方
法
な
ど
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
浄
化
槽
法
が

昭
和
60
年
10
月
１
日
に
全
面
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

水
洗
化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な
水
を

川
な
ど
の
自
然
に
返
し
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
か
ら
は
、
単
独

処
理
浄
化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止

さ
れ
、地
球
に
優
し
い
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の

汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す

が
、
正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維

持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、
本
来

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

を
図
り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法

定
検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、
高

知
県
の
美
し
い
自
然
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

★
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
吾

北
広
域
事
務
組
合
長
の
許
可
を
受

け
た
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
登
録
・
許
可
業
者

・
越
知
衛
生
㈲

℡
（
26
）
０
５
９
１

・
㈱
越
知
清
掃
設
備

℡
（
26
）
１
２
６
３

・
㈱
高
吾
北
衛
生
社

℡
（
26
）
１
０
５
３

★
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。
年

１
回
必
ず
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン

タ
ー(

℡
０
８
８
（
860
）
２
４
０

０)

で
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
の
再
募
集
に
つ
い
て

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
合
併
処
理
浄

化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
設
置

替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る
場
合

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

の
全
域

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
に
お
い
て

２．

補
助
金
の
交
付
対
象

１．

設
置
す
る
対
象
区
域

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の

１
未
満
の
も
の
を
設
置
す
る
方

や
申
請
者
の
同
一
世
帯
内
に
町

税
な
ど
の
滞
納
者
が
い
る
場

合
、
補
助
金
の
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

・
法
や
交
付
要
綱
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

環
境
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
５
人
槽

33
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽

41
万
４
０
０
０
円

・
８
〜
10
人
槽

54
万
８
０
０
０
円

※
金
額
は
補
助
金
限
度
額

５
人
槽
が
４
基
分
残
っ
て
い
ま

す
。
受
け
付
け
は
、
申
請
書
の
提

出
順
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
12
月

に
は
受
け
付
け
を
終
了
す
る
予
定

で
す
。(

ま
た
５
人
槽
以
外
の
浄

化
槽
に
つ
い
て
も
予
算
の
範
囲
内

で
受
け
付
け
致
し
ま
す
。)

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
方

は
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係
　

℡
（
26
）
１
１
１
４

５．

交
付
金
事
業
の
着
手

４．

平
成
30
年
度
設
置
再
募
集

３．

補
助
金
額

下
水
道
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。
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一
般
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬

業
務
委
託
の
指
名
競
争
入
札

次
の
委
託
業
務
を
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
執
行
し
ま
す
の
で
、
指

名
を
希
望
す
る
者
は
、
下
記
に
よ

り
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
委
託
業
務
内
容
】

・
委
託
業
務
名

一
般
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬

業
務
委
託
（
市
街
地
周
辺
外
）

・
委
託
期
間

平
成
31
年
１
月
１
日
〜

平
成
34
年
12
月
31
日

・
委
託
区
域

小
舟
・
１
〜
14
区
、
宮
地
上
、

宮
地
下
、
柴
尾
、
今
成
以
外
の

区
域

た
だ
し
、
松
阪
を
含
む

・
委
託
内
容

委
託
区
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
か
ら
高
吾
北
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

【
参
加
資
格
】

・
本
町
の
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

・
同
居
す
る
家
族
全
員
が
既
に
納

期
の
到
来
し
た
町
税
（
国
民
健

康
保
険
税
を
含
む
。）
な
ど
を

完
納
し
て
い
る
こ
と
。

・
可
燃
物
の
収
集
運
搬
業
務
は
、

パ
ッ
カ
ー
車
で
行
う
こ
と
。

・
地
方
自
冶
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
167
条
の
11

の
規
定
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
参
加
者
の
資
格
を
有
す
る

者
。

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
45
年
法
律
第

137
号)

第
６
条
の
２
及
び
廃
掃

法
施
行
令
第
４
条
に
規
定
す
る

委
託
基
準
に
合
致
す
る
者
で
あ

る
こ
と
。

【
入
札
参
加
者
の
提
出
書
類
】

・
一
般
廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬

業
務
委
託
指
名
申
請
書

・
収
集
運
搬
に
使
用
す
る
パ
ッ
カ

ー
車
及
び
２
ｔ
車
以
下
の
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
の
車
検
証
の
写
し

・
納
税
証
明
書

・
水
道
料
金
等
納
入
済
証
明
書

【
提
出
書
類
の
受
け
付
け
】

・
期
限

平
成
30
年
10
月
19
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分

・
提
出
方
法

係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

・
提
出
書
類
の
作
成
に
係
る
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

℡
（
26
）
１
１
１
４

人
権
擁
護
委
員
に

大
原
糸
代
さ
ん

10
月
１
日
付
で
、
大
原
糸
代
さ

ん
（
２
区
）
が
人
権
擁
護
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
昭
和

23
年
に
誕
生
し
、
本
年
度
は
人
権

擁
護
委
員
制
度
70
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
現
在
約
１
万
４
０
０
０
人

の
人
権
擁
護
委
員
が
全
国
の
市
町

村
に
配
置
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
や
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
へ
の
虐
待
、
子
ど
も
に

対
す
る
虐
待
や
い
じ
め
、
セ
ク
ハ

ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
差

別
の
な
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
退
任
）

岡
本
友
子
さ
ん
（
３
区
）

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月１日（月）より住民課・介護保険係と地域包括支援センターが役場１階から
保健福祉センター１階に移り、危機管理課が役場３階から１階に移ります。

役場からのお知らせです！

・窓口係、年金係：TEL(26)1115 
・保険係：TEL(26)1170

・介護保険係：TEL(26)1170 
・地域包括支援センター：TEL(26)1187

住民課：役場１階
これまで 10月1日（月）から

・保健衛生係、健康推進係、福祉係：TEL(26)3211
保健福祉課：保健福祉センター２階

・窓口係、年金係、保険係：TEL(26)1115

住民課：役場１階

・介護保険係：TEL(26)1170 
・地域包括支援センター：TEL(26)1187 
・保健衛生係、健康推進係、福祉係：TEL(26)3211

保健福祉課：保健福祉センター1階

・危機管理係、消防防災係：TEL(26)1231
危機管理課：役場１階

・危機管理係、消防防災係：TEL(26)1231
危機管理課：役場３階
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対象者：越知町に住民登録があり、次の(１)、(２)のうちで本人が接種を希望する方
（１）65歳以上の方
（２）60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器に重い障害がある方（身体障害者手帳１級相当者）

実 施 期 間：平成30年10月１日（月）～12月31日（月）（休診日を除く）
実施医療機関：町内の医療機関・県内委託医療機関
申し込み方法：事前に希望の医療機関に予約をお願いします。接種日時を確認の上、

健康保険証または年齢を確認できるものを持参してください。
接種料金（自己負担金）：1,100円（上記期間中１回のみ）
＊生活保護受給者で65歳以上の方は、越知町保健福祉課福祉係にて発行する免除証明書を持参すれば自
己負担金免除となります。事前に手続きが必要ですので、
印鑑を持参のうえ、保健福祉センターへ申請してください。

※予防接種の効果は、接種後約２週間から約５カ月とされています。
例年インフルエンザは１２月から３月にかけて流行しますので、流行する前に接種を
受けておくことがより効果的です。
◆お問い合わせ先 保健福祉センター（健康推進係） ℡（２６）３２１１

65歳以上「インフルエンザ」予防接種のお知らせ
～65歳以上の方は1,100円でインフルエンザ予防接種が受けられます～

秋も深まってくると、そろそろ暖房用品と燃料の灯油を準備する季節ですね。ガソリンスタンドやホームセ

ンター、移動販売車からポリタンクに灯油を入れてもらい、お家で保管されることでしょう。けれどそのポリ

タンク、古くなっていたり、底が傷だらけになっていたりしていませんか？

ポリタンクの交換時期は…
灯油ポリタンクの素材には高密度ポリエチレンが使われています。この素材は耐久性、耐寒性に優れていま

すが、紫外線に弱く、日光に当たると劣化が進んでしまいます。また、耐久性に優れる代わりに少しでも破損

すると、そこから大きなひび割れをおこすという特性を持っています。そのためポリタンクは

としています。

ポリタンクの製造年月の調べ方

まずポリタンクの側面に と刻印がされている場所を見つけましょう。

その上に時計のような数字の円があり、その中に矢印と数字が刻印されていま

す。中の数字は製造年（西暦）を、矢印の先の数字が製造月を表しています。右

の図では、中の数字は17、矢印は２を指していますので、2017年２月に製造され

たということになります。（メーカーなどでデザインに少々の違いがあります）

定期的な交換を
ポリタンクはついつい何年も使用し続けてしまいがちです。５年、10年、まだ大丈夫だと使い続けたあげく

に、ひび割れや破損で家や車などが灯油まみれ、または火災の原因に！なんてことの無いように定期的に交換

することをお勧めします。

◆お問い合わせ先 高吾北消防本部　℡（２６）２１１１

製造年月

製造から約５年を交換目安

燃料用ポリタンクを点検しましょう
～高吾北消防本部からのお知らせ～
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－日ごろから防災対策に取り組みましょう－

防災情報広場
毎日の備えが、明日につながる

災害は突然やってきます。私たちにできることは、災害が起きたときのために準備をしておくことです。避

難経路を確認し、水や食料のほか、生活用品を常備しておきましょう。日ごろの備えが、非常時に私たちを助

けてくれます。地震などの災害に対してどんな備えが必要なのか、ご紹介します。

◆お問い合わせ先 危機管理課　℡（２６）１２３１

（食器類）�

場広報情
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保
健
師
だ
よ
り

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
よ
う
」

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

早
速
で
す
が
、
今
月
は
、
手
軽
に

運
動
が
で
き
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

★
運
動
習
慣
と
は

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成

27
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お

い
て
、運
動
習
慣
の
あ
る
者
と
は
、

「
１
回
30
分
以
上
の
運
動
を
週
２

回
以
上
実
施
し
、
１
年
以
上
継
続

し
て
い
る
者
」)

と
あ
り
ま
す
。

★
運
動
習
慣
の
推
移

平
成
27
年
の
調
査
で
は
、
運
動

の
習
慣
の
あ
る
者
の
割
合
は
、
男

性
37
・
８
％
、
女
性
27
・
３
％
で

あ
り
、
平
成
17
年
か
ら
の
10
年
間

の
推
移
を
み
る
と
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

健
康
推
進
の
た
め
や
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
の
た
め
の
運
動
と
し

て
、
歩
き
方
や
運
動
強
度
、
頻
度

や
時
間
を
考
慮
し
て
「
歩
く
」
活

動
を
行
う
こ
と
で
す
。

●
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
手
軽
に
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
近
所
で
行
う

こ
と
が
で
き
、
い
ざ
と
な
れ
ば
買

い
物
へ
行
く
途
中
や
通
勤
、
通
学

途
中
な
ど
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
特
別
な
技
術
が
い
ら
な
い

運
動
の
苦
手
な
方
で
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ら
問
題
な
く
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
お
金
が
か
か
ら
な
い

特
別
大
き
な
出
費
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
靴
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

ご
自
身
に
合
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

運
動
強
度
が
あ
ま
り
高
く
な

く
、
身
体
に
安
全
で
す
。
運
動
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
人
や
年
配
の

方
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
の
で
、

そ
れ
だ
け
継
続
し
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は

●
老
若
男
女
を
問
わ
な
い

年
齢
・
性
別
に
関
係
な
く
幅
広

い
層
で
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

体
力
の
弱
い
女
性
・
年
配
の
方

も
安
心
し
て
取
り
組
め
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
心
肺
機
能
が
高
ま
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
心
拍

数
が
増
大
し
、
必
然
的
に
体
内
に

酸
素
を
取
り
込
む
能
力
が
増
加

し
、
心
臓
や
肺
の
機
能
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
骨
が
強
く
な
る

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
重
力
と
い

う
付
加
が
か
か
る
と
同
時
に
、
骨

に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
吸
収
さ
れ
て
丈

夫
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ

筋
肉
に
刺
激
を
与
え
、
足
腰
の

筋
力
が
付
き
ま
す
。

●
血
行
が
良
く
な
る

血
管
が
刺
激
さ
れ
て
血
行
が
良

く
な
り
ま
す
。

●
持
久
力
が
高
ま
る

●
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

習
慣
に
な
る
と
楽
し
い
も
の
だ

と
実
感
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

●
脳
の
活
性
化

脳
に
酸
素
を
取
り
込
み
脳
の
働

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

き
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
生
活
習
慣
病
の
予
防

肥
満
や
運
動
不
足
が
原
因
と
な

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
な
り

ま
す
。

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

越
知
町
で
は
、
以
下
の
こ
と
を

推
進
し
て
い
ま
す
。（
第
２
期
健

康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
〜

抜
粋
〜
）

①
１
回
30
分
以
上
の
運
動
を
週
に

２
日
以
上
し
て
い
る
人
の
割
合

を
、
平
成
27
年
度
36
・
３
％
か

ら
平
成
33
年
度
45
％
に
増
や

す
。

②
１
日
１
時
間
以
上
運
動
し
て
い

る
人
の
割
合
を
、
平
成
27
年
度

60
・
９
％
か
ら
平
成
33
年
度

80
％
に
増
や
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

℡
（
26
）
３
２
１
１
　
　

～測定チャレンジ・第2弾がスタートします～
体重・血圧・歩数を測定していただき、健康づくりの習慣とし
ていただくものです。詳しくは、今月の広報紙と一緒に配付して
いますチラシをご覧ください。ご参加いただくとささやかなプレ
ゼントもあります。皆さんのご参加をお待ちしています。
◆お問い合わせ先　保健福祉課　℡（２６）３２１１

健康パスポート

シールがもらえ

ます

場広報情



11
月
15
日
に
食
育
指
導
・
食
事

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
予
約
が

必
要
で
す
の
で
保
育
園
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
締
め
切
り

10
月
31
日
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
北
平
地
・
山
�

℡
（
26
）
２
１
４
１

食
育
指
導
・
食
事
会
の
ご
案
内

15 広報おち―10月号

ë募集・案内 ê

越
知
保
育
園
内
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

暑
さ
も
少
し
和
ら
ぎ
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

今
月
も
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
へ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

☆
10
月
の
予
定
☆
　

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
４
日
（
木
）

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

◎
11
日
（
木
）

ミ
ニ
運
動
会
ご
っ
こ
！

内
容
は
お
楽
し
み
に
！

◎
19
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
26
日
（
金
）

一
緒
に
作
ろ
う
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
保

育
園
の
運
動
会
に
一
緒
に
参
加
し

て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
６
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
　

※
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】

町
民
会
館
多
目
的
運
動
広
場

運
動
会
の
ご
案
内

10
月
の
母
子
保
健

事
業
の
ご
案
内

【
日
程
】

10
月
31
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

【
１
歳
６
カ
月
児
健
診
対
象
児
】

平
成
28
年
11
月
１
日
生
〜

平
成
29
年
３
月
31
日
生

【
２
歳
児
健
診
対
象
児
】

平
成
28
年
４
月
１
日
生
〜

６
月
30
日
生

【
乳
児
健
診
対
象
児
】

平
成
30
年
６
月
１
日
〜

７
月
31
日
生
　
　
　
　
　

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

検
診
室

※
対
象
と
な
る
方
に
は
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

１
歳
６
カ
月
児
・
２
歳
児
健

診
・
乳
児
健
診

幼
稚
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

受
講
者
募
集
！
林
業
に
興
味
の
あ
る
方
へ
。

運
動
会
の
ご
案
内

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
運

動
会
に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
運
動
会
当
日
は
、
温

か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
小
さ
い
お
友
達
が
参
加

す
る
種
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
土
産
も

用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園
園
庭

※
雨
天
の
場
合
は
、
町
民
会
館
多
　

目
的
運
動
広
場

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

℡
（
26
）
１
１
０
７

林
業
の
基
礎
知
識
や
高
知
県
の
林

業
の
特
徴
を
学
べ
る

「
こ
う
ち
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

（
高
知
会
場
）」

【
テ
ー
マ
】

〜
高
知
県
の
林
業
の
魅
力
・
特
徴

を
理
解
し
、
県
内
で
の
林
業
就
業

に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
を
知
る
〜

【
内
　
容
】

高
知
県
の
森
林
・
林
業
の
現
状
、林

業
就
業
に
向
け
た
支
援
制
度
、高
知

県
立
林
業
大
学
校
の
概
要
な
ど

【
開
催
日
時
】

10
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
ま
で
（
※
30
分
前

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。）

【
対
象
者
】

高
校
生
以
上
の
方（
※
高
校
生
が
受

講
す
る
場
合
は
、保
護
者
同
伴
可
）

【
定
員
】

20
人
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
、

募
集
を
終
了
し
ま
す
。）

▽
詳
細
は
こ
ち
ら

（「
こ
う
ち
フ
ォ
レ
ス

ト
ス
ク
ー
ル
」ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

http://www.kochi-forest.com
/

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

高
知
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー
（
担
当：

坂
本
）

℡
０
８
８
７
（
57
）
０
３
６
６

（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

FAX
０
８
８
７
（
57
）
０
３
９
６

林
業
就
業
支
援
講
習

15
日
間
コ
ー
ス
【
受
講
料
無
料
】

実
際
に
森
に
入
り
林
業
を
体
験

し
て
ご
自
身
の
適
性
を
確
認
い
た

だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
。本
講
座
で
は
、森

林
や
林
業
全
般
の
知
識
を
学
べ
る

だ
け
で
な
く
、森
の
仕
事
に
必
須
の

資
格
３
種
を
取
得
で
き
ま
す
。さ
ら

に
は
、製
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
事
業
所

を
見
学
し
、木
材
に
連
な
る
産
業

全
般
を
体
感
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
12
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
日
を

除
く
15
日
間
。最
終
日
は
午
後
４

時
）

【
場
所
】

高
知
県
立
森
林
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
館
（
高
知
県
森
林
総
合
セ
ン

タ
ー
内
）

【
そ
の
他
】

研
修
館
で
の
食
事
、宿
泊
可
能
。

食
費
、
宿
泊
費
は
自
己
負
担
で
す

が
受
講
中
の
宿
泊
費
に
は
一
定
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

高
知
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
７
（
57
）
０
３
６
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
shien-center39.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shien-center39.com
/

em
ploym

ent/?q=3



ゆ
の
森
入
浴
券
と
野
菜
を
交
換
し

ま
せ
ん
か
!!

※
そ
の
他
季
節
の
野
菜
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

中
津
渓
谷
ゆ
の
森

仁
淀
川
町
名
野
川
258
│
１

℡
０
８
８
９
（
36
）
０
１
９
１

℡
０
８
８
９
（
36
）
０
６
８
０
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ë募集・案内 ê

《
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

企
画
展：
『
ほ
ね
ほ
ね
カ
ー
ニ

バ
ル（
秋
か
ら
冬
編
）』

【
開
催
期
間
】

平
成
30
年
９
月
29
日
（
土
）
〜

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

秋
の
前
編
「
魚
の
透
明
標
本
」

（
魚
類：

約
30
種
）

【
期
間
】

９
月
29
日
（
土
）
〜

10
月
28
日
（
日
）

ほ
ね
の
形
や
面
白
さ
・
芸
術
性
を

追
求
し
ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
　
※
コ
ス
モ
ス
ま

つ
り
期
間
中
は
開
館

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

◎
ホ
ネ
ホ
ネ
お
話
会

「
骨
と
健
康
と
の
関
係
の
お
話
」

【
日
時
】

10
月
28
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
正
午

（
博
物
館
３
階
展
望
ロ
ビ
ー
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

【
入
館
料
】

大
人
500
円
、
高
校
・
大
学
生
400

円
、
小
・
中
学
生
200
円

※
越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
無
料

高
知
県
（
高
知
市
）
長
寿
手
帳
提

示
か
70
歳
以
上
は
250
円
。
身
障
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添
い

の
方
は
入
館
料
無
料
。

10
月
11
日
（
木
）
は
博
物
館
開
館

記
念
日
の
た
め
入
館
料
無
料
日
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

℡
（
26
）
１
０
６
０

行
政
相
談
週
間

（
10
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
））

〜
ご
相
談
く
だ
さ
い
、
あ
な
た

の
ま
ち
の
行
政
相
談
委
員
へ
！

役
所
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
省

の
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。総

務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
毎
年
10
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

越
知
町
に
お
い
て
も
、
行
政
週

間
前
で
す
が
、
次
の
と
お
り
、
総

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
員
が
「
一
日
行
政
相
談
所
」

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
12
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

山
中
一
夫

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

℡
（
26
）
１
１
１
１

「
明
治
150
年
記
念
　
第
３８
回
全

国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
〜
高

知
家
大
会
〜
」
の
開
催

ゆ
の
森
入
浴
券
と
野
菜
を
交
換

し
ま
せ
ん
か
!!

大
会
に
関
連
し
て
、「
豊
か
な

海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
ち
〜

第
９
回
土
佐
の
お
さ
か
な
ま
つ
り

〜
」
を
10
月
27
、
28
日
に
高
知
市

中
央
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

【
ス
テ
ー
ジ
内
容
】

・
高
知
海
洋
高
校
の
ツ
ナ
ガ
ー
ル
に

よ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

・
阿
部
夏
丸
さ
ん
と
奥
山
英
治
さ

ん
に
よ
る
仁
淀
川
生
物
の
紹
介

・
桂
浜
水
族
館
に
よ
る
水
族
館
生

物
の
紹
介

・
Ｓ
Ｓ
Ｄ
38
土
佐
清
水
サ
バ
ダ
ン

サ
ー
ズ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
　
な
ど

・
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
式
典
行

事
お
よ
び
海
上
歓
迎
・
放
流
行

事
の
放
映

・
さ
か
な
ク
ン
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

・
福
島
県
の「
Ｗｏｎ
ｄｅｒ
な
み
え
」

に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り

な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

第
38
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
高
知
県
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
８
（
821
）
４
６
９
０

（
高
知
県
水
産
政
策
課
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
推
進
室
内
）

○
10
月
28
日
（
日
）

○
10
月
27
日
（
土
）

品名 重さと券枚数 参　考 品名 重さと券枚数 参　考

玉ネギ ２ｋｇで１枚 中ぐらいを約６個 ミニトマト 300ｇで１枚 中を25個(すっぱくないもの)

ネ　ギ 500ｇで１枚 ナ　ス １ｋｇで１枚 中を10本(柔らかいもの)

大　根 １ｋｇで１枚 大きめを１本 生シイタケ 300ｇで１枚 中ぐらいを15個

ﾎｰﾚﾝ草 500ｇで１枚 サツマイモ １ｋｇで１枚 中ぐらいを４個

ｻﾆｰﾚﾀｽ １ｋｇで１枚 大きめを２個 ミョウガ 300ｇで１枚

干しｼｲﾀｹ 50ｇで１枚 ショウガ 200ｇで１枚

キャベツ １ｋｇで１枚 中ぐらいを1個 ニンニク 200ｇで１枚
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北一水泳記録会�北一水泳記録会�北一水泳記録会�北一水泳記録会�
～応援もチーム越知小で頑張りました！～�

居心地のいい�
　学級・学校をめざして�

越�知�小�学�校�

今年も7月30日に佐川町民プールで｢北一水泳大会｣が行われまし
た。今年は、例年にない猛暑が続き、熱中症に気をつけながら中学
校の屋内プールもお借りして練習をしてきました。また、当日は台
風の影響も心配されましたが、日ごろの子どもたちの頑張りが通じ、
無事開催することができました。当日は、熱中症対策として、例年
より出場競技数の人数を減らし時間対策を行いました。その中で、
5,6年生は、練習の成果を出し切って頑張ることができました。応
援をしていただいた保護者の皆さま、指導をしていただいた岡林さ
ん、どうもありがとうございました。

長かった夏休みも終わり2学期が始まっています。２１０人全員がそろって2学期
をスタートすることができ、何よりうれしく思っています。そこで、2学期の始めに各
学級で「居心地のいい学級・学校」にするために、自分がどんなことを守りたいか、
また、自分がこんなことをされたら嫌な気持ちになるからやめてほしい、というこ
とを「Ｂｅｉｎｇ（ビーイング）」という手法を使って全クラスで話し合いました。｢友達
の安全を自分も守り、また、自分も守られる｣というクラスでの約束です。教職員も
学校教育目標に向けて同じ手法で話し合いました。学校として全員で取り組むこ
とで「チーム越知小」として誰もが大切にされる学校づくりをめざしています。

【10月・11月の主な予定】

残念ながら賞には入らなかった児童も、友達の泳ぎを、
声をからしながら最後まで応援していました。リズムに
乗った気持ちのよい応援は１等賞だったよ！
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亘わ
た

リ
全
ク
其
ノ
工
ヲ
竣お

ヘ
同
月
廿
八
日

遷
宮
式
ヲ
擧
グ
ル
ニ
當あ
た

リ
比
隣
ひ
り
ん

村
壁
ノ

信
徒
相
集
マ
リ
抃
舞
踏
歌
此
盛
擧
ヲ
賛

ス
盖
け
だ
し
神
徳
咸
則
聚
功

み
な
す
な
わ
ち
し
ゅ
う
こ
う
不
可
幸
人
歸
則
成

夫
是
之
謂
乎
い
わ
れ
か

大
正
四
年
十
一
月

主
ナ
ル
斡
旋
者

工
事
監
督

中
内
宗
十
郎

岡
田
佐
近
太
郎

吉
村
米
治

大
正
講
組
織

岡
林
起
盛

藤
原
若
松

山
崎
正
靖

建
沼
勝
馬

中
野
源
兵
衛

篠
原
銀
次

南
　
藤
吉

寄
附
金
募
集

當
社
神
職

織
田
眞
吉

古
味
久
吉

岡
林
敬
吾

岡
田
岩
吾

織
田
鹿
太
郎

内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
明
治
三
十
六
、七
年
と
暴
風
・
猛
雨
が
続

け
て
起
こ
り
、社
殿
が
傷
み
非
常
に
悲
惨
な
状

態
に
な
っ
た
の
で
修
繕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
当
時
は
神
社
の
財
源
が
な
く
ど
う
し
よ

う
も
な
か
っ
た
。そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
十

年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
、雨
露
の
浸
食
に
よ
り

痛
々
し
い
姿
に
な
っ
た
た
め
、神
職
と
信
徒
有

志
が
相
談
し
、ま
た
※
２

大
正
講
を
組
織
し
て

数
百
人
を
集
め
、東
奔
西
走
し
て
浄
財
を
集

め
た
。そ
の
結
果
一
千
五
百
余
円
に
達
し
、大

正
三
年
七
月
に
起
工
、翌
年
十
一
月
に
竣
工

し
、同
月
二
十
八
日
遷
宮
式
を
挙
げ
る
。式
に

は
村
内
外
の
信
徒
が
集
ま
り
、歌
や
踊
り
で
盛

大
に
祝
っ
た
」社

殿
の
修
繕
に
当
た
っ
て
は
、

３
名
の
工
事
監
督
と
７
名
の

大
正
講
の
組
織
人
、そ
れ
に

代
々
横
倉
の
神
官
を
務

め
た
楠
神
の
織
田
家
の

当
社
神
職
・
織
田
眞
吉

を
含
む
５
名
の
寄
附

金
募
集
者
が
記
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、並
列

す
る
も
う
一
つ
の
一

回
り
大
き
な
石
碑
に

は
越
知
町
内
の「
修
繕

費
寄
付
者
」が
記
さ
れ

て
お
り
、最
も
人
数
の
多

い
一
金
十
円
か
ら
最
高
四

十
五
円
ま
で
あ
る
。こ
の
頃
の

一
円
は
今
の
約
１
０
０
０
円
な
の

で
、現
在
の
金
額
に
換
算
す
る
と
、最
高

額
は
４
５
０
０
０
円
ほ
ど
に
な
る
。そ
し
て
、最

終
的
に
一
千
五
百
余
円
の
寄
附
金
等
の
浄
財

が
集
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
、現
在
で
い
う
１
５
０

万
円
ほ
ど
の
寄
附
金
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。工
事
監
督
が
３
名
も
い
て
、工
期
が
１
年
４

ヵ
月
も
か
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、修
繕
は

社
殿
本
体
内
部
に
及
ぶ
か
な
り
大
々
的
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。ち
な
み
に
、

屋
根
を
そ
れ
ま
で
の
削そ

ぎ
葺ぶ

き（
杉
の
削
ぎ

板
？
）か
ら
銅
板
葺
き
に
し
た
の
が
大
正
４
年

の
こ
と
で
あ
り
、正
に
修
繕
記
に
記
さ
れ
て
い

る
年
に
当
た
る
。

こ
の
他
、杉
原
神
社
に
関
し
て
言
え
ば
、本

殿
回
り
の
精
巧
な
彫
刻
は
、従
来
周
防
国

す
お
う
の
こ
く
に

（
現
在
の
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
）の

工
匠

こ
う
し
ょ
う（

“長
州
大
工
”）・
門
井
宗
吉
の
作
に
な

る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、最
近
確
認
さ
れ
た

棟
札
に
よ
る
と
、現
高
知
県
南
国
市
の
彫
刻

師
・
坂
出
定
之
助
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。坂

出
定
之
助
に
よ
る
彫
刻
は
、越
知
町
内
で
は
、

清
水
山
の
琴
平
神
社（
“金
毘
羅
さ
ん
”）本
殿

お
よ
び
周
囲
の
も
の
が
あ
る
。た
だ
し
、こ
ち
ら

の
も
の
は
、旧
長
岡
郡
西
野
地
村
、後
免
町（
現

南
国
市
）の
大
工
６
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
の
寺
社
建
築
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
修
復
等
々
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た

め
、相
当
数
の
檀
家
・
信
徒
が
い
な
い
と
か
な
り

大
変
で
あ
り
、深
刻
な
問
題
で
あ
る
。杉
原
神

社
の
よ
う
な
精
緻
な
彫
刻
を
手
掛
け
ら
れ
る

宮
大
工
・
彫
刻
師
が
果
た
し
て
現
在
も
い
る
の

か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。こ
れ
以
上
の
損
傷

を
免
れ
、末
永
く
後
世
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
１
「
金
峯
山
」
は
横
倉
山
の
古
称

※
２
「
講こ
う
」と
は
、中
世
中
頃
以
降
、民
衆
の
間
で
作
ら

れ
た
、
仏
事
や
神
事
を
行
う
た
め
の
結
社
。

ま
た
、
貯
蓄
・
融
資
な
ど
の
た
め
の
相
互
扶

助
団
体
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

杉
原
神
社
の
歴
史
は
、“横
倉
山
修
験
道
”

（
正
式
に
は
※
１

金
峯
山

き
ん
ぷ
せ
ん

修
験
道
）の
頃
の
平
安

時
代
後
期〔
少
な
く
と
も
保
安
ほ
う
あ
ん

３（1122

）年

以
前
〕ま
で
遡
り
、当
時
は「
中
ノ
宮
」と
称
さ

れ
て
い
た
。そ
の
後
の
経
過
は
定
か
で
な
い
が
、

江
戸
時
代
後
期
の
土
佐
の
代
表
的
な
歴
史
書

『
南
路
志

な
ん
ろ
し

』（1805

〜1813

）の
中
の「
詣
金
峯

山
紀
行
」・「
横
倉
山
中
見
聞
記
録
」に
お
い
て

も
や
は
り「
中
ノ
宮
」と
し
て
登
場
し
て
く
る
。

現
在
の
杉
原
神
社
と
改
称
さ
れ
た
の
は
、明
治

４（1871

）年
の
こ
と
で
あ
る
。

杉
原
神
社
の
社
殿
は
、こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば

修
改
築
さ
れ
、現
在
の
も
の
は
、明
治
三
十
年

頃
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、神
社
拝
殿
東

隣
に
あ
る
砂
岩
製
の
石
碑（
60
×
105
㌢
）に
刻

印
さ
れ
た『
杉
原
神
社
修
繕
記
』に
よ
れ
ば
、

大
正
期
に
修
繕
さ
れ
て
お
り
、少
な
く
と
も
そ

の
外
装
は
大
正
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。碑
文
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、

明
治
三
十
六
七
年
暴
風
猛
雨
荐し
き

リ
ニ
臻い
た

リ
頗
す
こ
ぶ
ル
悲
惨
ヲ
拯す
く

ム
此
時
當
社
々
殿
以

下
數
宇
亦
其
ノ
厄や

く

ニ

修
繕
ヲ
企
劃
き
か
く

ス
ル
モ
當
時
ノ
状
況
態
ハ
費

用
ノ
負
荷
ニ
堪
ヘ
ズ
荏
苒

じ
ん
ぜ
ん

十
又
餘
年
ニ

及
ビ
雨
露
ノ
侵
蝕
倍
々
猛
劇
ヲ
極
メ
今

ヤ
空
シ
ク
特
運
ノ
到
ヲ
待
ツ
能あ
た

ハ
ズ
茲こ
こ

ニ
司
職
及
信
徒
有
志
相
諮は
か

リ
或
ハ

大
正
講

た
い
し
ょ
う
こ
う

ヲ
組
織
シ
テ
數
百
金
ヲ
調

と
と
の

ヘ
或

ハ
東
西
ニ
馳
駢
ち
へ
ん

シ
テ
淨
財
ヲ
募
リ
合
計

壹い
っ

千
五
百
餘
圓
ニ
達
シ
大
正
三
年
七
月

斧
鉞
ふ
え
つ

ヲ
起
シ
越
ヱ
テ
同
四
年
十
一
月
ニ

№158

博
物
館
だ
よ
り
　
杉
原
神
社
修
繕
記



わずかな時間でも自転車から
離れる時は鍵を掛けましょう！

防犯登録は必ずしておきましょう！

自自自自 転転転転 車車車車 盗盗盗盗 難難難難 にににに ごごごご 注注注注 意意意意 をををを！！！！

常設の鍵の他に防犯性の高い補
助錠を使用しましょう！
防犯性の高い鍵にするなど、
防犯効果を高めましょう！

防犯登録をすると盗難防止の視覚的効果や、盗難自転車の早期発見につながります。
自転車を購入したときや譲り受けたときは、自転車販売店やホームセンターなどで必ず登
録しましょう！

19 広報おち―10月号

交通安全協会佐川支部・佐川警察署�
※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。�

（26）0241
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町
民
の
動
き

人　口

男

女

世帯数

5,672（△14）

2,642（△8）

3,030（△6）

2,845（△5）

出生

死亡

転入

転出

2

9

10

17

（8月31日現在）

本の森図書館　新刊便り�本の森図書館　新刊便り�本の森図書館　新刊便り�
開館時間　 午前11：00～午後6：00 休館 = 月曜日・特別整理日・年末年始

毎月　第3土曜日　午後2時～「本の森お楽しみ会」やってます!! 毎月　最終木曜日　特別整理日のため休館です<(_ _)>

「ののはな通信」
三浦しをん：著

横浜のお嬢様学校に通うﾞのの″とﾞ
はな″気の合う二人は親友となる。
運命の恋を経て、少女たちは大人に
なる。不器用に始まった密やかな恋。
女子の生き方を描いた傑作!! 

大 人 向 け
「落語家と楽しむ男着物」

矢内裕子：著

日常的に着物を着ている落語家たち
笑福亭昇太はじめ人気落語家たちが
着こなし術など、着物の魅力に迫り
ます。初心者でも楽しめる手軽で粋
なノウハウを伝授!!

＊「
悪
魔
の
さ
さ
や
き
が
、あ
な
た
の
人
生
を
変
え
る
！

悪
魔
と
の
お
し
ゃ
べ
り
」

＊「
99
％
の
人
が
知
ら
な
い

老
後
の
安
心
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
方
法
」

＊「
日
本
の
手
仕
事
を
つ
な
ぐ
旅
」

＊「
色
で
探
せ
る
花
図
鑑

花
色
見
本
帖
」

＊「
歴
代
オ
リ
ン
ピ
ク
で

た
ど
る
世
界
の
歴
史
」

＊「
わ
が
子
の
進
路
は
こ
う
変
わ
る

小
学
生
か
ら
の
知
育
大
百
科
」

＊「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

大
好
評
お
菓
子
」

＊「
毎
日
を
特
別
に
す
る

み
ん
な
の
ノ
ー
ト
」

＊
美
し
い
日
本
刀
の
世
界
　
　

「
図
録
日
本
刀
名
鑑
」

「
歴
史
人
　
日
本
刀
大
図
鑑
」

「
日
本
刀
が
斬
れ
る
理
由
、美
し
い
理
由
」

「
超
絶
技
巧
の
源
流
刀
装
具
」

＊
見
て
楽
し
い
歴
史
の
世
界

「
歴
史
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
戦
国
時
代
大
図
鑑
」

「
戦
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
図
鑑
」

「
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
図
解
　
日
本
史
＆
世
界

史
」「

〃

人
物
編
」

「
戦
国
の
合
戦
と
武
将
の
絵
事
典
」

＊
話
題
に
な
っ
て
ま
す!

「
お
ち
ゃ
め
に
100
歳
！
寂
聴
さ
ん
」

西
加
奈
子：

著
「
お
ま
じ
な
い
」

木
皿
泉：

著
「
さ
ざ
な
み
の
よ
る
」

充
実
し
ま
し
た

そ
の
他
の
新
刊

「世界の国ぐにビジュアル事典」
メイツ出版

各国・各地の自然や産業、衣食住ス
ポーツにお祭りなど世界各国のくら
しがわかる本
楽しく学んで、世界の人々とつなが
ろう

子 ど も 向 け

＊
絵本
「
ざ
っ
そ
う
の
名
前
」

＊
絵本
「
お
ば
け
ま
ほ
う
に
か
か
る
」

＊
絵本
「
か
ら
だ
　
　

ド
ッ
ク
ン
ド
ッ
ク
ン・・・
」

＊「
羽
生
善
治
　

は
じ
め
て
の
子
ど
も
将
棋
」

＊「
日
本
の
恐
竜
図
鑑
」

＊「
あ
の
名
作
自
然
科
学
絵
本
の
解
説

本
深
読
み
！

絵
本
『
せ
い
め
い
の
れ
き
し
』」

＊「
ド
ラ
え
も
ん
社
会
ワ
ー
ル
ド

情
報
に
強
く
な
ろ
う
」

＊
地
球
は
危
機
を
さ
け
ぶ
　

「
海
が
泣
い
て
い
る
」

「
森
が
泣
い
て
い
る
」

「
砂
漠
が
泣
い
て
い
る
」

＊
調
べ
て
み
よ
う
！
ひ
み
つ
シ
リ
ー
ズ

「
毒
を
も
つ
生
き
物
た
ち
」

「
世
界
の
子
ど
も
の
遊
び
」

「
冬
眠
の
ひ
み
つ
」

「
図
書
館
の
ひ
み
つ
」

「
水
族
館
の
ひ
み
つ
」

「
動
物
園
の
ひ
み
つ
」

「
美
術
館
の
ひ
み
つ
」

「
博
物
館
の
ひ
み
つ
」

＊
声
に
出
す
こ
と
ば
え
ほ
ん
　

「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
」

「
お
く
の
ほ
そ
道
」

「
外
郎
売
」

「
が
ま
の
油
」

「
祇
園
精
舎
」

「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

充
実
し
ま
し
た

そ
の
他
の
新
刊

閉館時の返却は、当館の返却口をご利用ください<(_ _)>

◆お問い合わせ先：本の森図書館　（26）24 3 3 (FAX兼用)

「おつきさんのぼうし」
高木さんご：文　黒い健：絵

丘の上の帽子屋さんに帽子を作って
ほしいと、お月さんが 頼みに来まし
た。いつも照らしてくれるお月さん
のためにとびきりの帽子を作ろう
と・・・月の満ちかけのお話

お
く
や
み

８
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

（
敬
称
略
）

柴
尾

宮
ケ
奈
路

日
ノ
瀬

深
瀬

五
葉
荘

五
葉
荘

５
　
区

１
　
区

住
　
所

山
本
　
亀
壽

伊
藤
　
延
稔

岩
村
　
起
生

植
村
　
茂
廣

山
下
カ
ネ
イ

望
岡
　
　
勇

古
味
　
満
惠

L
森
　
初
樹

氏
　
名
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行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

10
月

11
月

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など 備　考
4 木 なかよしひろば「楽しく遊ぼう」保育園 9：30～12：00 15ページ参照

5 金
ミニデイ（鎌井田） 鎌井田老人里の家 10：00～ JAコスモス
ミニデイ（桐見川1区） 桐見ふれあいの里 10：00～13：00 社会福祉協議会

6 土 保育園運動会 町民会館 9：00～ 15ページ参照
7 日 幼稚園運動会 幼稚園 9：00～ 15ページ参照
9 火 育児相談・牛乳パックでイスを作ろう 保健福祉センター 10：00～12：00
11 木 なかよしひろば「ミニ運動会ごっこ」 保育園 9：30～12：00 15ページ参照
12 金 行政相談 保健福祉センター 10：00～15：00 16ページ参照
13 土 高知県小学生野球越知新人大会開会式 町民総合運動場 8：00～
14 日 野老山運動会 旧野老山小学校 9：30～
15 月 健康相談（黒瀬） 黒瀬集会所 10：00～
17 水 ミニデイ（五味） 五味集会所 13：30～ JAコスモス
18 木 総合健診 保健福祉センター 7：30～

19 金
なかよしひろば「誕生会を楽しもう」 保育園 9：30～12：00 15ページ参照
総合健診 保健福祉センター 7：30～

21 日
総合健診 保健福祉センター 7：30～
横畠運動会 旧横畠小学校 10：00～

22 月 総合健診 保健福祉センター 7：30～
26 金 なかよしひろば「一緒に作ろう」保育園 9：30～12：00 15ページ参照

28 日
明治地区運動会 旧明治中学校 9：00～
越知中学校文化祭 越知中学校 10：00～15：30 27日（土）から変更になりました

30 火 ミニデイ（桐見川2区） 桐見川２区公民館 10：00～13：00 社会福祉協議会

31 水 １歳６カ月児・２歳児健診、乳児健診 保健福祉センター 8：30～ 15ページ参照

夕
顔
の
伸
び
て
は
咲
い
て
萎
む
ま
で
見
届
け
な
が
ら

綴
る
こ
の
夏

山
本
　
紗
世

声
や
さ
し
何
処
に
隠
る
る
ス
ズ
ム
シ
か
鈴
振
る
よ
う

な
お
り
ん
よ
う
な

門
田
　
正
子

法
師
蝉
鳴
き
始
め
る
も
熱
帯
夜
つ
づ
き
て
秋
は
ま
だ

ま
だ
遠
い

横
山
　
洋
子

わ
が
住
処
ビ
ル
に
隠
れ
て
見
え
ね
ど
も
窓
を
横
目
に

眠
る
病
室

岡
本
佐
江
子

あ
じ
さ
い
を
剪
定
す
れ
ば
枝
の
間
に
小
さ
き
巣
の
あ

り
草
を
載
せ
お
く

宮
橋
　
和
代

廃
墟
な
る
が
れ
き
の
島
に
渡
り
来
て
ガ
イ
ド
の
声
に

み
な
写
メ
を
撮
る

藤
原
　
幸
子

き
び
街
道
馴
染
み
の
小
屋
も
屋
根
下
ろ
し
吹
き
来
る

風
に
ト
ン
ボ
飛
び
交
う

井
上
　
る
み

長
男
の
「
ワ
ニ
さ
ん
泳
ぎ
」
を
応
援
す
い
ま
い
ち
な

れ
ど
一
生
懸
命

鈴
木
　
梨
加

透
き
通
る
仁
淀
ブ
ル
ー
が
吸
い
寄
せ
る
都
会
の
色
に

飽
き
た
る
人
ら
を

片
岡
真
梨
奈

猛
暑
日
が
袖
か
ら
の
ぞ
く
日
焼
け
あ
と
思
い
出
い
っ

ぱ
い
褪
せ
る
こ
と
な
く

高
雄
　
美
羽

嘘
歌
を
東
京
新
聞
短
歌
欄
に
選
せ
し
歌
人
は
学
者
歌

人
か

井
上
善
三
郎

拾
っ
た
と
思
う
わ
が
手
は
弾
か
れ
て
そ
の
餅
な
ぜ
か

ハ
チ
キ
ン
の
手
に

宮
橋
　
敏
機

◎
会
員
募
集

初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。
遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…
越
知
町
野
老
山
1
0
8
4

宮
橋
　
敏
機
　
℡
（
26
）
3
5
2
5

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など 備　考

5 月
健康相談（中大平） 中大平集会所 10：00～
健康相談（筏津） 筏津集会所 14：30～



【
新
グ
ッ
ズ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
】

【
販
売
場
所
】

観
光
物
産
館
お
ち
駅

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
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お 名 前

生 年 月 日

両 親

住 所

メッセ ー ジ

松田　隆ノ介（男）

平成29年 6 月13日

松田　隆宏・ゆりえ

越知町 5 区

「これからたくさんお出かけしようね」（父より）

「笑顔でのびのび大きくなってね」（母より）

９
月
１
日
に
、
高
知
新
聞
社
・

Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社

会
福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る

「
第
61
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」

が
県
内
５
会
場
で
開
催
さ
れ
、
513

組
の
ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。越

知
町
か
ら
は
、
高
知
会
場
の

高
知
市
の
三
翠
園
（
対
象
地
区：

高
知
市
･
い
の
町
・
仁
淀
川
町
・

日
高
村
・
佐
川
町
・
越
知
町
）
へ

１
組
の
ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
、
結

婚
か
ら
50
年
の
節
目
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
、
ご
夫
婦

円
満
で
健
康
な
日
々
を
過
ご
さ

れ
、
お
祝
い
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
出
席
者
】

上
川
福
廣
さ
ん
・
佐
智
子
さ
ん

（
９
区
）

金
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

８
月
10
〜
12
日
に
滋
賀
県
で
行

わ
れ
た
「
第
13
回
び
わ
こ
オ
ー
プ

ン
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
に
高
知
県
代
表
と
し
て
越

知
小
学
校
６
年
生
の
河
添
雄
帆
君

が
出
場
し
、
見
事
、
全
国
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

雄
帆
君
は
今
年
の
５
月
か
ら

「
尾
川
子
供
会
（
佐
川
町
）」
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
６
月
に
高
知

県
選
抜
チ
ー
ム
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
て
か

ら
は
、
火
・
金
・
土
・
日
曜
（
週

４
回
）
尾
川
子
供
会
で
練
習
し
、

水
曜
は
四
万
十
町(

窪
川)

で
県
選

抜
チ
ー
ム
の
練
習
に
励
み
ま
し

た
。

祝
優
勝
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

越
知
小
６
年
　
河
添
雄
帆

【
越
知
町
の
お
酒
】

司
牡
丹
と
提
携
し
て
、
越
知
町

の
お
酒
が
で
き
ま
し
た
。

○
小
売
り
参
考
価
格

・
吟
醸
酒
　
お
ち
180
ml

454
円
（
税
込
み
）

・
吟
醸
酒
　
越
知
720
ml

１
５
５
５
円
（
税
込
み
）

よ
コ
ジ
ロ
ー
だ
け
で
な
く
、
清

流
仁
淀
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
店
で

見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
グ
ッ
ズ
や
お
酒
を
以
前
か
ら

あ
る
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ぬ
い
ぐ
る

み
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
と

共
に
、
越
知
町
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

℡
（
26
）
１
１
６
４

よ
コ
ジ
ロ
ー
の
新
し
い
グ
ッ
ズ
が
出
来
ま
し
た
！

メモ帳　200円缶バッチ　230円ストラップ　600円

きんちゃく　850円

右から下段２人目が河添雄帆君


	

